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東京清掃労働組合退職者会機関紙

清友会旅行
よく飲みよく食べ
元気に秋を楽しむ

五色沼の紅葉

五色沼（毘沙門沼）で記念撮影
鳥追観音 立木観音

中田観音 柳津虚空蔵尊

　

11
月
３
日
か
ら
５
日
の
２
泊

３
日
で
会
津
の
秋
を
楽
し
み
ま

し
た
。
参
加
者
は
27
名
。

　

初
日
は
、
鶴
ヶ
城
と
飯
盛
山

を
見
学
。
鶴
ヶ
城
は
屋
根
瓦
を

昔
の
姿
に
戻
す
工
事
中
の
た
め

天
守
閣
が
お
お
い
に
囲
わ
れ
て

い
て
、
少
し
残
念
。

　

２
日
目
は
会
津
こ
ろ
り
三
観

音
と
柳
津
虚
空
蔵
尊
を
参
拝
。

こ
れ
で
参
加
者
は
ピ
ン
ピ
ン
コ

ロ
リ
間
違
い
な
し
。
晴
天
に
も

恵
ま
れ
、
磐
梯
山
を
は
じ
め
冠

雪
し
た
山
々
と
燃
え
る
よ
う
な

紅
葉
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
桧
原
湖
、
五
色

沼
を
散
策
。
五
色
沼
の
怪
し
い

水
の
色
と
紅
葉
の
織
り
な
す
対

比
は
見
事
で
し
た
。
曇
天
だ
っ

た
こ
と
が
残
念
で
は
あ
り
ま
し

た
が
。

　

２
日
間
と
も
宿
は
会
津
藩
の

奥
座
敷
・
東
山
温
泉
の
御
宿
東

鳳
。
洗
練
さ
れ
た
温
泉
を
満
喫

し
、カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
、

昼
も
夜
も
楽
し
み
通
し
。

　

バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
に「
ま
あ
、

よ
く
飲
み
、
よ
く
食
べ
る
」
と

あ
き
れ
ら
れ
な
が
ら
、
事
故
も

無
く
、
楽
し
い
３
日
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
車
中
で
は
、
例

の
ご
と
く
、
早
く
も
「
来
年
は

ど
こ
に
し
よ
う
か
」が
話
題
に
。

春
に
１
泊
旅
行
を
の
声
も
。今年も大熱唱！

長老の石川さん

乾杯の音頭は
堀田さん

戸張副会長

鈴木副会長
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東京清掃退職者会
「新春の集い」案内
●日　時　１月 22 日（土）

12 時 30 分集合
●場　所　小石川後楽園

涵徳亭（かんとくてい）

●会　費　3,000 円
●案　内　

参加確認は返信用ハガキによ
り行います。
12 月になってから案内状を差
し上げます。

　

10
月
20
日
に
第
４
回
幹
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
西
川
東
京
清
掃
委
員
長

よ
り
、
①
国
鉄
闘
争
「
年
金
・
解

決
金
」
部
分
の
決
着
と
雇
用
確
保

へ
向
け
た
取
組
み
、
②
10
賃
金
確

定
闘
争
の
情
勢
と
課
題
に
つ
い
て

特
別
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

幹
事
会
の
主
な
議
題
は
①
秋
の

親
睦
旅
行
企
画
細
目
案
、
②
清
掃

退
「
新
春
の
集
い
」
開
催
、
③
東

京
清
掃
10
賃
金
確
定
闘
争
へ
の
対

応
で
し
た
。

■
秋
の
親
睦
旅
行

　

旅
行
の
模
様
は
１
面
に
報
告
し

た
と
お
り
で
す
が
、
退
職
者
会
と

し
て
概
ね
４
万
円
程
度
の
助
成
金

を
支
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

勿
論
、
余
っ
た
分
は
会
へ
返
し
て

も
ら
い
ま
す
。

■
新
春
の
集
い
開
催

　

今
年
度
は
、
例
年
開
催
し
て
き

第４回
幹事会

今
年
は
忘
年
会
を
や
め

「
新
春
の
集
い
」
を
開
催

東
京
清
掃
の
賃
金
確
定

闘
争
を
応
援

た
忘
年
会
を
や
め
「
新
春
の
集
い
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

理
由
は
、
秋
の
親
睦
旅
行
か
ら
間

が
な
い
こ
と
、
都
庁
退
各
単
会
が

忘
年
会
で
は
な
く
「
新
春
の
集
い
」

を
開
催
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
秋
の
旅
行
中
の
臨
時
三

役
会
で
、「
新
春
の
集
い
」
を
１
月

22
日
に
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
東
京
清
掃
賃
金
闘
争

　

退
職
者
会
運
動
の
基
本
的
ス
タ

ン
ス
で
あ
る
「
現
・
退
一
致
」
に

基
づ
き
、
東
京
清
掃
10
賃
金
確
定

闘
争
を
応
援
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
３
波
の
決
起
集
会
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
地
連
別
に
開
催
す
る

第
２
波
を
除
く
２
回
の
集
会
に
代

表
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

合
費
と
の
ダ
ブ
ル
徴
収
を
避
け
る

た
め
、
退
職
者
会
の
会
費
は
免
除

し
て
お
り
、
自
治
退
に
会
員
登
録

し
て
い
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
、
清
掃

退
の
み
の
会
員
と
い
う
扱
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
安
心
総
合
共
済
」
に

加
入
し
た
場
合
、
自
治
退
に
会
員

登
録
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
600
円
の
問
題
が
起
き
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
第
４
回

幹
事
会
で
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

幹
事
か
ら
、「
都
本
部
会
費
分
の
600

円
を
加
入
者
本
人
に
負
担
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

会
か
ら
持
ち
出
し
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
思
う
。」
と
い
う
意
見

が
あ
り
、
特
に
反
対
意
見
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

再
任
用
・
再
雇
用
準
会
員
が
「
安

心
総
合
共
済
」
に
加
入
す
る
場
合
、

自
治
退
都
本
部
会
費
個
人
分
600
円

を
加
入
者
負
担
と
す
る
方
向
で
12

月
の
幹
事
会
に
提
案
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

退
職
者
会
規
約
の
「
準
会
員
」
規

定
を
改
正
す
る
の
か
、
別
途
規
程

の
よ
う
な
文
書
を
作
成
す
る
か
と

い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
退
職
者

会
が
進
め
て
い
る

「
安
心
総
合
共
済
」

は
、
対
象
を
退
職

者
会
会
員
に
特
化

し
た
損
害
保
険
で

あ
り
、
今
年
か
ら

清
掃
退
も
取
組
み

再
任
用
・
再
雇
用
準
会

員
の
保
険
問
題
を
検
討

を
始
め
ま
し
た
。

　

再
任
用
・
再
雇
用
準
会
員
も
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
「
安
心
総
合

共
済
」
に
加
入
す
る
権
利
が
あ
り

ま
す
が
、
加
入
し
た
場
合
、
自
治

退
都
本
部
会
費
の
個
人
分
600
円
の

負
担
方
法
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

　

再
任
用
・
再
雇
用
準
会
員
は
組
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＊
９
月
２
日
の
三
役
会

以
降
10
月
20
日
の
幹

事
会
ま
で
の
活
動

▼
９
月
14
日
・
15
日
は

高
齢
者
連
続
行
動
。
14

日
の
地
公
四
単
産
・
地

公
退
高
齢
者
集
会
は
日

本
教
育
会
館
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
鈴
木
副
会

内
容
は
高
齢
者
医
療
改
革
会
議
報
告
と

「
楽
し
く
食
べ
て
、
楽
し
く
老
い
る
」

の
講
演
で
し
た
。（
講
演
の
内
容
は
別

記
報
告
の
と
お
り
）

▼
９
月
27
日
、
都
庁
退
学
習
交
流
集
会

終
了
後
現
地
で
都
庁
退
連
合
幹
事
会
。

庄
司
事
務
局
長
と
岩
渕
監
査
が
参
加
。

議
題
は
定
期
総
会
準
備
で
し
た
。

▼
10
月
５
日
、
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
公

聴
会
。
戸
枝
会
計
が
参
加
。
各
界
か
ら

発
言
。
発
言
者
は
事
前
に
決
ま
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
内
容
は
本
紙
前
号
に
報

告
し
た
と
お
り
で
す
。

▼
10
月
12
日
、
自
治
退
都
本
部
幹
事
会

に
幹
事
の
渡
辺
会
長
が
参
加
。
議
題
は

総
会
へ
向
け
た
活
動
方
針
案
・
予
算
案

の
確
認
で
し
た
。

▼
10
月
14
日
、
田
町
交
通
ビ
ル
で
、
東

京
高
退
連
第
19
回
定
期
総
会
。
庄
司
事

務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
京
高
退

連
と
は
、
連
合
東
京
に
対
応
し
た
退
職

者
組
織
で
す
。

▼
10
月
20
日
、
幹
事
会
の
前
に
第
４
回

三
役
会
を
開
催
し
、
幹
事
会
の
議
案
等

を
確
認
。
同
日
第
４
回
幹
事
会
開
催
。

内
容
は
別
記
報
告
の
と
お
り
。
12
名
の

参
加
で
し
た
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
、
９
月

３
回
、
10
月
３
回
で
し
た
。
主
な
課
題

は
、
清
友
会
旅
行
案
内
と
参
加
状
況
把

握
、
機
関
紙
発
送
、
新
規
会
員
拡
大
の

取
組
み
な
ど
で
し
た
。

　

９
月
26
日
・
27
日
に
開
か
れ
た

都
庁
退
学
習
交
流
集
会
で
、
元
都

立
病
院
栄
養
科
長
の
田
中
和
恵
さ

ん
か
ら
「
楽
し
く
食
べ
て
、
楽
し

く
老
い
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
秘
訣
は
…
…
。

(1)
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
と
し
て
体
重
を
毎
日
測
り
記

録
す
る
。

(2)
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
心
が

け
る
。

・
野
菜
を
多
く
摂
り
（
１
日
35
ｇ

以
上
）、
カ
ル
シ
ュ
ー
ム
を
積
極

的
に
摂
る
。
牛
乳
、
乳
製
品
、

小
魚
、
海
藻
、
豆
類
、
野
菜
を

多
め
に
。

・
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
は
要
注
意
。

高
血
圧
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
な

ど
の
原
因
に
な
る
。
食
塩
は
１

日
８
～
10
ｇ
未
満
を
目
安
。

・
シ
ニ
ア
世
代
の
１
日
の
必
要
カ

ロ
リ
ー
は
、
男
性
1800
～
2000
カ
ロ

リ
ー
、
女
性
1600
～
1800
カ
ロ
リ
ー
、

カ
ロ
リ
ー
過
多
は
厳
禁
。

・
肥
満
気
味
の
人
は
要
注
意
。
糖

尿
病
・
脳
卒
中
等
生
活
習
慣
病

退職者会
活動日誌

長
と
戸
枝
会
計
が
参
加
。
15
日
の
全

国
高
齢
者
集
会
は
日
比
谷
公
会
堂
で

開
催
。
戸
張
副
会
長
、
小
林
事
務
局

次
長
、
取
材
で
戸
枝
会
計
が
参
加
。

集
会
後
、
旧
都
庁
前
ま
で
元
気
い
っ

ぱ
い
デ
モ
行
進
。

▼
９
月
26
日
、
全
電
通
会
館
に
て
東

京
清
掃
第
79
回
定
期
大
会
。
来
賓
と

し
て
鈴
木
副
会
長
と
戸
枝
会
計
が
参

加
。
鈴
木
副
会
長
の
来
賓
挨
拶
は
若

い
参
加
者
た
ち
か
ら
好
評
で
し
た
。

の
リ
ス
ク
を
高
め
、
腰
や
膝
の

負
担
も
多
く
な
る
。

(3)
健
康
で
長
寿
を
ま
っ
と
う
す

る
た
め
に
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
生
活
と
適
度
な
運
動

と
休
養
に
よ
る
体
力
の
維
持
、
生

き
が
い
や
楽
し
み
を
感
じ
な
が
ら

日
々
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
事
。

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

最
近
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指
数
＝

肥
満
等
の
判
定
に
使
用
さ
れ
る
）

を
自
動
表
示
す
る
体
重
計
も
安
く

売
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
体
重
測

定
に
早
速
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

楽
し
く
食
べ
て
楽
し
く
老
い
る

健
康
で
長
寿
を
ま
っ
と
う
す
る
た
め
に

▼
９
月
26
日

と
27
日
、
鬼

怒
川
温
泉

「
万
葉
亭
」

に
１
泊
で
都

庁
退
連
合
第

７
回
学
習
交

流
集
会
。
戸

張
副
会
長
、

庄
司
事
務
局

長
、
岩
渕
監

査
、
山
崎
幹

事
が
参
加
。

　

都
庁
退
連
合
は
、
11
月
10
日

に
第
８
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、

年
金
・
医
療
・
介
護
の
改
善
、

核
廃
絶
と
沖
縄
基
地
撤
去
の
闘

い
強
化
、
来
年
の
統
一
地
方
選

闘
争
、
会
員
拡
大
を
中
心
と
す

る
方
針
を
確
立
。
小
林
事
務
局

次
長
が
総
会
議
長
に
選
任
さ
れ
、

名
議
長
ぶ
り
を
発
揮
し
ま
し
た
。

都
庁
退
総
会
で
小
林
さ
ん
が
総
会
議
長
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政府の責任で JR をはじめとす
る全ての雇用実現を！　つくり出
そう戦争と貧困のない社会を！ 

　

10
月
24
日
、
国
鉄
闘
争
24
年

目
、
24
回
目
の
団
結
ま
つ
り
が

亀
戸
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
重
い
雲
が
た
れ
さ
が
り
、

天
気
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
１
万
８
千
人
が
参
加
し
、

各
テ
ン
ト
と
も
売
れ
行
き
好
調
、

12
時
頃
に
は
次
々
と
「
完
売
」
す

る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
国
鉄
闘
争
の

完
全
解
決
へ
向
け
た
闘
い
の
決

意
と
、
不
当
解
雇
・
雇
い
ど
め

に
抗
し
て
闘
う
各
争
議
団
の
思

い
が
シ
ン
ク
ロ
し
、
熱
い
連
帯

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

東
京
清
掃
は
、
例
年
同
様
、
本

部
・
青
年
部
・
女
性
部
・
各
地
連

の
８
つ
出
店
し
、
前
日
か
ら
の

ま
つ
り
準
備
、
ご
み
回
収
、
終

了
後
の
撤
収
と
、
ま
つ
り
運
営
の

10・24団結まつり第一地連

第二地連

第三地連

第四地連

第五地連
清掃本部

青年部
女性部

退職者会
（吉田さん、庄司さん

とお孫さん、）

纐纈副委員長の音頭で
団結ガンバロウ

中
心
的
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
は
、
東
京
清

掃
纐
纈
副
委
員
長
が
、「
闘
い
が

人
と
人
を
つ
な
げ
、
そ
の
つ
な

が
り
が
一
定
の
成
果
を
作
り
出

し
た
。
今
日
の
ま
つ
り
を
契
機

に
雇
用
実
現
に
結
び
付
け
よ
う
」

と
い
う
「
ま
と
め
」
の
発
言
で

集
約
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
は
、
吉
田
さ
ん
、

庄
司
さ
ん
（
お
孫
さ
ん
連
れ
）、

戸
枝
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

（
把
握
し
て
い
な
い
参
加
者
が
い

た
場
合
は
ご
め
ん
な
さ
い
）

　

今
年
の
団
結
ま
つ
り
が
本
当

に
最
後
と
な
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
雇

用
問
題
の
解
決
へ
向
け
、
退
職

者
会
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。


